
外交 Vol.60 Mar./Apr. 2020 72

　

三
月
二
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
第
二
三
期
ク
ネ
セ
ト
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
一
二
月
末
に
ク
ネ
セ
ト
（
国
会
）
が
解
散
さ

れ
て
三
度
目
の
選
挙
と
な
る
が
、
一
九
年
四
月
と
九
月
の
選
挙
を
経

て
も
新
内
閣
が
発
足
で
き
ず
に
い
た
。
首
班
指
名
を
受
け
た
人
物
が

過
半
数
を
維
持
も
し
く
は
確
保
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
て
、
今
次
選
挙
に
も
前
回
か
ら
続
く
内
政
上
の
対
立
軸
が

持
ち
越
さ
れ
た
。
最
も
際
立
っ
て
い
た
の
は
、
一
九
年
一
一
月
二
一

日
に
三
件
の
汚
職
疑
惑
で
正
式
に
起
訴
さ
れ
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
首
相
の
再
選
を
目
指
す
陣
営
と
、「
反
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
」
を
掲

げ
る
陣
営
の
対
立
で
あ
っ
た
。
前
者
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
率
い
る
リ
ク
ー

ド
を
筆
頭
と
す
る
右
派
・
宗
教
政
党
を
、
後
者
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
中
道
・

左
派
政
党
お
よ
び
ア
ラ
ブ
系
の
政
党
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。

　

中
央
選
挙
管
理
委
員
会
が
三
月
五
日
に
発
表
し
た
暫
定
結
果
に
よ

る
と
、
投
票
率
は
先
の
選
挙
よ
り
も
高
く
、
七
一
％
を
上
回
っ
た
。

一
方
、
今
回
の
選
挙
で
ク
ネ
セ
ト
に
議
席
を
獲
得
し
た
政
党
・
政
党

連
合
の
八
つ
と
い
う
数
は
、
多
党
乱
立
の
傾
向
が
強
い
ク
ネ
セ
ト
に

お
い
て
最
も
少
な
い
と
さ
れ
る
。
過
去
二
回
の
選
挙
結
果
を
振
り
返

る
と
、
そ
の
数
は
一
九
年
四
月
に
一
一
、
同
九
月
に
九
と
な
っ
て
い

た
。
ゆ
え
に
今
回
は
、
い
く
つ
か
の
政
党
・
政
党
連
合
に
お
い
て
集

票
力
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
リ
ク
ー
ド
で
あ
る
。

　

リ
ク
ー
ド
は
、
先
の
選
挙
か
ら
四
議
席
増
加
さ
せ
て
第
一
党
の
座

に
帰
り
咲
く
と
と
も
に
、
一
九
年
四
月
以
降
の
選
挙
で
最
大
の
議
席

数
を
獲
得
し
た
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
へ
の
起
訴
確
定
後
に
始
ま
っ
た
選
挙

活
動
で
は
、
当
初
、
リ
ク
ー
ド
最
大
の
競
合
相
手
で
あ
る
「
青
と
白
」

の
優
勢
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
月
二
八
日
に
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
新
中
東
和
平
案
を
発
表
し
た
こ
と
が
リ
ク
ー
ド
の
挽

防
衛
大
学
校
准
教
授

江
﨑
智
絵

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
新
中
東
和
平
案
で
リ
ク
ー
ド
が
伸
長
す
る
も

「
青
と
白
」
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
追
い
落
と
し
に
か
か
る
。

は
た
し
て
四
度
目
の
選
挙
は
回
避
で
き
る
か
。

え
ざ
き　

ち
え　

筑
波
大
学
大
学
院
国
際

政
治
経
済
学
研
究
科
単
位
取
得
満
期
退
学
。

博
士
（
国
際
政
治
経
済
学
）。
専
門
は
中
東

現
代
政
治
。
在
ヨ
ル
ダ
ン
日
本
大
使
館
専

門
調
査
員
、
中
東
調
査
会
研
究
員
を
経
て

二
〇
一二
年
よ
り
現
職
。

中
東
レ
ポ
ー
ト
②

イ
ス
ラ
エ
ル

三
度
目
の
総
選
挙
、連
立
政
権
は
ま
た
も
不
調
か



中東は戦争を回避できるか
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回
に
結
び
つ
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
和
平
案
は
、
西
岸
在
住

イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
九
七
％
を
イ
ス
ラ
エ
ル
領
に
吸
収
す
る
と
し
て
い

る
。
実
質
的
に
、
入
植
地
の
ほ
と
ん
ど
を
イ
ス
ラ
エ
ル
が
合
併
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
西
岸
の
入
植
者
に
よ
る
リ
ク
ー
ド
支
持
を
高
め
る

こ
と
に
寄
与
し
た
と
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
リ
ク
ー
ド
を
筆
頭
と
す
る
右
派
・
宗
教
政
党
全
体
の
獲

得
議
席
数
は
五
八（
リ
ク
ー
ド
三
六
、シ
ャ
ス
九
、Ｕ
Ｔ
Ｊ
七
、ヤ
ミ
ー

ナ
六
）
と
、
過
半
数
を
下
回
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
青
と
白
を
筆
頭

に
中
道
・
左
派
政
党
を
中
心
と
す
る
反
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
陣
営
が
過
半
数

を
保
有
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
青
と
白
自
身
は
、
先
の
選

挙
と
同
じ
議
席
数
を
維
持
し
な
が
ら
も
二
位
に
転
落
し
、
伸
び
悩
ん

だ
感
が
否
め
な
い
。
実
際
、
重
要
な
支
持
基
盤
の
一
部
が
今
次
選
挙

で
は
リ
ク
ー
ド
に
流
れ

た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
青
と
白
の
指
導
部
は
、

四
度
目
の
選
挙
を
戦
い

抜
く
こ
と
は
で
き
な
い

と
認
識
し
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

の
政
権
運
営
に
終
止
符

を
打
つ
動
き
を
加
速
さ

せ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、

起
訴
さ
れ
た
人
物
が
首
相
を
務
め
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
案
の
作
成

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ベ
イ
テ
ヌ
お
よ
び
ア
ラ
ブ
系

四
政
党
か
ら
な
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
ス
ト
と
の
連
立
協
議
が
開
始
さ

れ
た
。
ガ
ン
ツ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ベ
イ
テ
ヌ
が
連
立
へ
の
参
加
要

件
と
し
て
提
示
し
た
神
学
生
へ
の
徴
兵
法
案
の
採
択
な
ど
を
、
最
低

限
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
る
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
全
六
二
議
席
か
ら
な
る
連
立
政
権
が
発
足
す
る
可
能
性

は
低
い
。
反
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
の
立
場
を
共
有
す
る
と
は
い
え
、
ユ
ダ
ヤ

系
諸
政
党
の
間
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
み
に
よ
る
政
権
樹
立
に
固
執
す

る
議
員
も
少
な
く
な
い
。
ア
ラ
ブ
系
政
党
の
一
部
は
、
こ
れ
に
強
く

反
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ン
ツ
が
首
相
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
中

東
和
平
を
め
ぐ
る
領
土
的
な
譲
歩
は
言
う
に
及
ば
ず
、
パ
レ
ス
チ
ナ

国
家
の
樹
立
も
実
現
さ
れ
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
反
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
陣
営
に
と
っ
て
よ
り
現
実
的
な
シ
ナ
リ
オ
は
、
青
と
白
率
い

る
ユ
ダ
ヤ
系
諸
政
党
の
み
の
連
立
政
権
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
ス
ト
が

閣
外
か
ら
支
持
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
ガ
ン
ツ
が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
と
挙
国
一
致

内
閣
の
樹
立
を
協
議
す
る
可
能
性
が
浮
上
し
て
き
て
も
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
再
選
挙
の
実
施
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
を
利
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
の
点
に
対
す
る
反
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
陣

営
の
危
機
感
の
高
さ
が
今
後
の
政
局
を
左
右
す
る
と
い
え
よ
う
。
●

1　リクード 　　　　　　　36
2　青と白 　　　　　　　33
3　ジョイント・リスト 　　　 15
4　シャス                        9
5　UTJ                        7
5　イスラエル・ベイテヌ  7
5　労働党・ゲシェル・メレツ  7
8   ヤミーナ                        6

表　第23期クネセト総選挙結果
順位 政党名                  獲得議席数

（出典）各種報道より筆者作成




